
一
交
流
の
目
的
と
学
術
交
流
協
定

舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校
（
以
下
、
舞
鶴
高
専
）
は
、
日
増
し
に

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
む
現
代
社
会
の
な
か
で
、
学
校
を
世
界
に
向
け

て
開
か
れ
た
も
の
と
し
、
教
育
と
研
究
の
国
際
化
を
推
進
す
る
た
め
、

平
成
一
七
年
以
来
、
ア
ジ
ア
各
国
の
大
学
等
と
学
術
交
流
協
定
を
締

結
し
、
交
流
を
続
け
て
い
る
。

現
在
、
本
校
が
交
流
を
行
な
っ
て
い
る
協
定
校
は
、
次
の
六
校
で

あ
る
。

・
キ
ン
グ
モ
ン
ク
ッ
ト
工
科
大
学
ラ
ッ
ク
ラ
バ
ン
校
（
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
）

・
高
麗
大
学
（
韓
国
・
ソ
ウ
ル
）

・
大
連
職
業
技
術
学
院
（
中
国
・
大
連
）

・
高
雄
第
一
科
技
大
學
（
台
湾
・
高
雄
）

・
交
通
運
輸
大
学
（
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
）

・
ハ
ノ
イ
建
設
大
学
（
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
）

本
校
の
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
学
生
交
流
の
み
な
ら
ず
教
員

レ
ベ
ル
の
交
流
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

二
学
生
交
流

１
海
外
研
修
旅
行

毎
年
、
四
年
生
の
各
学
科
約
四
〇
名
（
四
学
科
で
一
六
〇
名
）
を
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●
事
例
紹
介

●

舞
鶴
高
専
と
海
外
協
定
校
と
の
国
際
交
流
へ
の
取
組

舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校



間
は
一
ヶ
月
前
後
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
対
し
て
は
単
位
も
与

え
ら
れ
る
。
参
考
ま
で
に
協
定
校
と
の
申
し
合
わ
せ
を
巻
末
に
掲
げ

る
（
資
料
１
）。

具
体
的
に
は
、
平
成
一
八
年
度
以
降
、
タ
イ
の
キ
ン
グ
モ
ン
ク
ッ

ト
工
科
大
学
並
び
に
台
湾
の
高
雄
第
一
科
技
大
學
と
の
間
で
選
抜
学

生
の
相
互
派
遣
を
進
め
、
以
下
の
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と

し
て
単
位
互
換
を
行
っ
て
い
る
。

（
ａ
）
タ
イ
王
国
・
キ
ン
グ
モ
ン
ク
ッ
ト
工
科
大
学
か
ら
の
受
入
れ

平
成
一
九
年
四
月
二
四
日
か
ら
五
月
二
四
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間
、

キ
ン
グ
モ
ン
ク
ッ
ト
工
科
大
学
の
学
生
八
名
を
受
け
入
れ
た
。
う

ち
二
名
は
、
主
と
し
て
京
丹
後
市
の
日
進
製
作
所
内
で
研
修
を
行

な
い
、
平
成
二
〇
年
度
に
は
そ
の
二
名
が
同
社
に
入
社
し
た
（
資

料
２
）
。
本
校
で
は
、
学
生
た
ち
の
専
門
分
野
を
考
慮
し
、
各
学

科
の
教
員
が
課
題
を
与
え
、
個
人
指
導
に
あ
た
っ
た
。
留
学
生
は

課
題
を
英
文
の
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
発
表
会
で
研
究
内
容
を
説
明

し
た
後
、
本
校
校
長
よ
り
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
修
了
証
」
が
授

与
さ
れ
、
帰
国
後
本
国
の
大
学
で
単
位
が
認
承
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
二
〇
年
四
月
一
六
日
か
ら
五
月
一
六
日
ま
で
同
じ

く
八
名
を
受
入
れ
た
が
、
キ
ン
グ
モ
ン
ク
ッ
ト
工
科
大
学
か
ら
の

受
入
れ
増
の
要
請
に
よ
り
、
平
成
二
一
年
度
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
協
力
企
業
も
新
規
に
確
保
し
、
二
〇
名
の
留
学
生
を
受
け
入
れ

る
予
定
で
あ
る
。

（
ｂ
）
台
湾
・
高
雄
第
一
科
技
大
學
か
ら
の
受
け
入
れ

時
間
的
に
前
後
す
る
が
、
平
成
一
八
年
六
月
二
八
日
か
ら
約
四

〇
日
間
、
高
雄
第
一
科
技
大
學
の
学
生
四
名
を
先
行
し
て
受
け
入

れ
て
い
る
。
彼
ら
も
本
校
の
寮
に
宿
泊
し
、
専
門
教
員
に
よ
る
個

人
指
導
を
受
け
た
。
台
湾
か
ら
は
、
建
設
工
学
科
の
学
生
を
平
成

一
九
年
の
夏
に
三
名
、
二
〇
年
の
夏
に
二
名
受
け
入
れ
、
本
校
建

設
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
専
任
教
員
が
指
導
に
当
た
っ
た
。

（
ｃ
）
本
校
か
ら
の
派
遣

平
成
一
九
年
度
以
降
、
キ
ン
グ
モ
ン
ク
ッ
ト
工
科
大
学
（
平
成

一
九
年
度
四
名
）
と
高
雄
第
一
科
技
大
學
（
平
成
二
〇
年
度
二
名
）

に
は
本
校
か
ら
も
選
抜
学
生
を
派
遣
し
た
。
特
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
目
的
と
し
て
専
攻
科
生
お
よ
び
本
科
五
年
生
を
派
遣
す
る
場

合
、
協
定
校
か
ら
の
成
績
書
と
修
了
証
、
本
校
で
の
口
頭
発
表
に

基
づ
き
、
二
単
位
を
認
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

三
教
員
交
流

１
共
同
研
究
の
基
盤
作
り

舞
鶴
高
専
で
は
、
従
来
、
協
定
校
と
は
学
生
を
中
心
と
し
た
交
流

を
行
な
っ
て
い
た
。
平
成
二
〇
年
度
よ
り
、
学
生
交
流
に
加
え
、
共
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四
カ
国
に
派
遣
し
海
外
研
修
旅
行
を
実
施
し
て
い
る
。
引
率
に
は
学

科
の
教
員
二
名
（
う
ち
一
名
は
ク
ラ
ス
担
任
）
が
当
た
る
。
研
修
の

目
的
は
、
本
校
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
た
各
国
の
協
定
校
を
訪

問
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
地
学
生
と
学
生
同
士
の
友
好
の
輪
を
築
き
、

現
地
の
文
化
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、
日
系
企
業
を
訪
問
し
て
技
術

者
の
話
を
聞
き
、
将
来
海
外
で
技
術
者
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
の
心

構
え
な
ど
の
教
授
を
受
け
る
。
現
在
ま
で
の
交
流
内
容
は
お
お
よ
そ

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
ａ
）
学
生
交
流

自
己

紹
介
、
名

刺
や

ｅ
メ
ー

ル
の
交
換
、
ス
ラ
イ

ド
に
よ

る
学
校

や
地

域
の

紹
介
、
学
生
の
研
究
内
容
に

つ
い
て
の
相

互
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
様
々

な
討
議
、
等
々
。

（
ｂ
）
校
内
見
学

小
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
教

育
・
研
究

活
動

や
施
設

等
を

見
学
す
る
。

（
ｃ
）
校
外
見
学

・
名
所
旧
跡
や
地
域
を
見
学
し
、
外
国
の
文
化
に
肌
で
触
れ
る
。

・
現
地
の
企
業
で
働
く
日
本
人
技
術
者
の
話
を
聞
き
、
将
来
、

技
術
者
と
し
て
国
際
的
な
場
で
働
く
た
め
、
今
、
何
を
す
れ

ば
よ
い
か
を
学
ぶ
。

研
修
を
終
え
た
学
生
た
ち
の
声
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ

た
（
感
想
文
か
ら
一
部
引
用
）。

「
こ
の
学
院
訪
問
を
終
え
て
海
外
の
人
た
ち
と
の
交
流
の
楽
し
さ
が

わ
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
、
今
ま
で
以
上
に
語
学
力
が
必

要
で
あ
る
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。」

「
将
来
就
く
仕
事
に
よ
っ
て
は
海
外
に
行
く
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
そ
れ
に
備
え
英
語
を
勉
強
し
て
お
き
た
い
で
す
。」

「
ま
た
、
大
学
の
寮
で
宿
泊
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
タ
イ
の
学

生
と
の
距
離
も
近
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。」

「
こ
の
旅
行
で
学
ん
だ
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
、
今
後
の
高
専
生
活
、

そ
し
て
今
後
の
人
生
に
生
か
せ
る
よ
う
に
し
て
ゆ
き
た
い
で
す
。」

高
専
で
は
学
生
達
に
、
研
修
を
終
え
日
本
へ
帰
っ
て
か
ら
も
、
海

外
で
知
り
合
っ
た
学
生
と
連
絡
を
取
り
合
い
、
交
流
を
続
け
て
い
く

よ
う
に
奨
励
し
て
い
る
。
ま
た
、
協
定
校
や
現
地
企
業
の
訪
問
を
通

し
て
英
語
学
習
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
気
持
ち
を

持
ち
続
け
、
や
が
て
は
技
術
者
と
し
て
世
界
の
人
々
と
交
わ
り
を
結

ぶ
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

２
選
抜
学
生
の
相
互
派
遣

本
校
で
は
、
交
流
協
定
校
と
の
間
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
を

目
的
と
し
て
、
選
抜
学
生
を
相
互
に
派
遣
し
受
け
入
れ
て
い
る
。
期
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２
留
学
生
と
の
交
流

舞
鶴
高
専
で
は
留
学
生
の
そ
れ
ぞ
れ
に
日
本
人
在
学
生
が
一
人
づ

つ
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
つ
き
、
高
専
で
の
学
生
生
活
を
支
援
し
て
い

る
。
全
校
生
の
約
三
分
の
二
は
寮
生
活
を
送
っ
て
い
る
が
、
留
学
生

達
も
同
じ
学
生
寮
で
生
活
し
て
い
る
。
学
内
で
は
留
学
生
と
日
本
人

学
生
が
と
も
に
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所
を
設
け
た
り
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
た
り
し
て
異
文
化
交
流
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
留
学
生
は
、
地
域
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
の
国
際
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
支
援
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
る
。

３
日
本
へ
の
留
学
を
希
望
す
る
学
生
へ
の
支
援

協
定
校
に
日
本
留
学
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、
留
学
を
希
望
す

る
協
定
校
の
学
生
を
支
援
し
て
い
く
。
留
学
生
の
受
入
れ
に
つ
い
て

は
、
そ
の
人
数
を
三
〇
万
人
に
増
や
す
計
画
が
前
内
閣
で
閣
議
決
定

さ
れ
て
い
る
。
教
育
の
国
際
化
と
国
際
理
解
の
た
め
に
も
、
日
本
の

大
学
へ
の
留
学
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
ま
た
、
舞
鶴
高
専
と
し
て
も
、

（
ａ
）
日
本
国
内
の
大
学
へ
留
学
生
が
進
学
す
る
た
め
の
基
礎
学

力
を
養
う
場

（
ｂ
）
日
本
企
業
に
就
職
す
る
道
筋
を
開
く
場

（
ｃ
）
親
日
の
心
を
持
っ
た
将
来
の
要
人
を
育
成
す
る
場

（
ｄ
）
草
の
根
の
交
流
を
促
進
し
、
日
本
と
留
学
生
の
母
国
と
の

架
け
橋
に
な
る
場

と
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

五
国
際
交
流
の
教
育
基
盤

海
外
研
修
旅
行
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
学
生
を
学
術
交
流
協

定
校
に
派
遣
し
、
海
外
の
学
生
や
教
員
と
交
流
で
き
る
よ
う
に
す
る
一

方
、
学
内
で
は
、
そ
の
準
備
と
し
て
、
英
語
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
中
、
外

国
人
講
師
に
よ
る
授
業
を
全
学
年
で
開
講
し
、
四
年
生
以
上
の
ク
ラ
ス

で
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
対
策
の
授
業
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
、
二
年
生

全
員
に
Ａ
Ｃ
Ｅ
（
A
ssessm

en
t
o
f
C
o
m
m
u
n
ica
tiv
e
E
n
g
lish
）
、

三
年
生
～
専
攻
科
生
に
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
団
体
受
験
を
義
務
付
け
て
い

る
。さ
ら
に
学
校
行
事
と
し
て
英
語
デ
ー
を
設
け
、
学
内
で
暗
唱
部
門

と
ス
ピ
ー
チ
部
門
に
分
け
た
英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ン
テ

ス
ト
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
学
年
優
勝
者
は
、
近
畿
地
区
高
専
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
に
出
場
さ
せ
て
い
る
。
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
者

に
は
、
英
文
原
稿
の
推
敲
、
口
頭
発
表
の
練
習
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

に
関
す
る
助
言
な
ど
、
き
め
細
か
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
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同
研
究
を
主
な
目
的
と
し
た
教
員
交
流
に
も
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。そ
の
た
め
、
国
際
交
流
一
般
の
担
当
者
と
は
別
に
、
共
同
研
究
の

担
当
者
を
専
門
教
員
の
な
か
か
ら
任
命
し
、
窓
口
業
務
等
に
当
て
る

こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
校
と
海
外
協
定
校
の
教
員
間
の
連

絡
等
が
円
滑
に
で
き
、
共
同
研
究
の
基
盤
作
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。こ
れ
に
伴
い
、
海
外
研
修
旅
行
に
も
、
平
成
二
〇
年
度
か
ら
同
行

す
る
二
名
を
学
科
の
専
門
教
員
と
し
、
ク
ラ
ス
担
任
が
学
生
の
世
話

を
主
に
担
当
す
る
か
た
わ
ら
、
も
う
一
人
の
教
員
は
共
同
研
究
の
話

を
協
定
校
の
教
員
と
進
め
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
を
提
供

す
る
た
め
、
事
前
に
四
学
科
の
各
教
員
の
研
究
テ
ー
マ
表
も
作
成
し

た
。
研
究
交
流
は
、
各
国
と
個
別
に
取
り
組
む
こ
と
か
ら
始
め
、
や

が
て
は
二
国
間
の
枠
を
越
え
、
よ
り
包
括
的
な
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

２
国
際
共
同
研
究
の
推
進

協
定
校
の
教
員
と
の
国
際
的
な
共
同
研
究
を
実
施
す
る
た
め
に
、

教
員
同
士
の
共
同
研
究
基
盤
の
構
築
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。
現
在

は
台
湾
の
高
雄
第
一
科
技
大
学
と
共
同
で
研
究
資
金
を
申
請
中
で
あ

る
。
今
後
は
二
校
間
の
み
な
ら
ず
、
協
定
校
全
体
の
共
同
研
究
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
努
め
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

四
長
期
留
学
生
の
受
入
れ

１
現
状

本
校
へ
の
長
期
留
学
生
は
、
本
科
（
三
～
五
年
生
）
に
三
年
間
就

学
す
る
学
生
と
専
攻
科
に
二
年
間
就
学
す
る
学
生
二
名
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
留
学
生
の
在
籍
者
数
は
、
本
科
が
一
〇
名
、
専
攻
科
が
二

名
で
、
合
わ
せ
て
現
在
一
二
名
が
在
学
し
て
い
る
。
出
身
国
別
の
人

数
は
、
ラ
オ
ス
二
名
、
韓
国
一
名
、
ザ
ン
ビ
ア
一
名
、
マ
レ
ー
シ
ア

五
名
、
モ
ン
ゴ
ル
一
名
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
一
名
、
ス
リ
ラ
ン
カ
一
名

で
あ
る
。

そ
の
多
く
は
試
験
に
合
格
し
て
来
日
し
た
国
費
留
学
生
で
あ
る
が
、

な
か
に
は
保
護
者
の
支
援
に
よ
っ
て
舞
鶴
の
地
で
勉
学
を
続
け
て
い

る
者
も
い
る
。
特
に
私
費
留
学
生
は
苦
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

が
、
級
友
や
教
員
に
励
ま
さ
れ
て
頑
張
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
留
学
生
に
は
、
本
校
専
攻
科
へ
の
進
学
、
日
本
の
大
学

へ
の
編
入
、
専
攻
科
生
に
は
日
本
の
大
学
院
へ
の
進
学
を
勧
め
、
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。
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資料１：インターンシップに関する申し合わせ（邦訳）

キング・モンクット工科大学（KMITL）

及び

舞鶴工業高等専門学校（MNCT）

両校間の

インターンシップ計画実施に関する申し合わせ

KMITLとMNCTの間での学生交流に関する覚書に従い、両校は職場

内研修（インターンシップ）計画の実施に関し以下の手続きを定めるこ

とに同意する。

１．両校は、各校において、あるいは両校が取り決めた他の協力機関に

おいて、インターンシップのため、選抜された学生を受け入れる。

２．両校が受け入れ可能な学生数は毎年協議のうえ決定される。

３．各校は研修の最初の4～7日間、研修生の付き添いと監督のため、

少なくとも１名、引率教員を任命する。

４．各校は、研修生（および、可能なら引率教員）のため、学生寮での

宿泊を無料で提供するように努める。

５．研修期間は一ヶ月までとし、各年度、KMITLの夏季休暇（四月か

ら五月）の間に実施される。

６．各校は以下の点に責任を持つ。

―バンコク国際空港と関西国際空港の間の研修生と引率教員の旅費

―研修実施期間の研修生と引率教員の食事および日用品を含む毎

日の費用

―それぞれの国での滞在期間中に必要な研修生と引率教員の旅行保険

７．各校は到着日と出発日、空港と宿泊施設との間の交通手段を提供する。

８．各校はこのプログラムにふさわしい調整係を任命する。両校の調整

係は互いに連絡を密に取り合い、計画を成功に導くよう努力する。

９．各校は研修生と引率教員の身分証明書ないしはそれに相当するもの

を発行し、図書館の利用等、研修に必要な便宜を提供する。

10．研修実施中に緊急事態が生じた場合、調整係は互いに協力して問題

に対処する。

11．この実施計画を修正する必要が生じた場合、KMITLとMNCT双方

の合意のもとで見直しが行なわれる。

六
地
域
と
の
連
携

：

留
学
生
に
よ
る
地
域
貢
献

舞
鶴
市
内
及
び
近
郊
の
小
・
中
学
校
並
び
に
高
等
学
校
か
ら
、
毎

年
、
本
校
の
留
学
生
に
国
際
交
流
教
育
の
た
め
の
派
遣
要
請
が
あ
り
、

留
学
生
た
ち
は
文
化
交
流
の
大
使
と
し
て
、
自
国
の
こ
と
、
そ
の
位

置
や
言
語
・
遊
び
・
習
慣
な
ど
を
紹
介
し
、
地
域
で
の
国
際
交
流
に

寄
与
し
て
い
る
（
資
料
３
）
。
ま
た
本
校
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
海
外
協
定
校
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
生
を
地
元
の
企

業
と
協
力
し
て
受
け
入
れ
、
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
留
学
生
の
様
々
な
活
動
を
通
し
て
、
本
校
が
地
域
に
貢
献
で
き

れ
ば
望
外
の
幸
せ
で
あ
る
。

七
終
わ
り
に

舞
鶴
高
専
の
国
際
交
流
は
、
学
術
交
流
協
定
校
と
の
交
流
を
核
に

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
学
生
交
流
が
活
動
の
中
心
だ
っ
た
が
、
平

成
二
〇
年
度
以
降
、
共
同
研
究
を
中
心
に
据
え
る
こ
と
に
よ
り
教
員

交
流
は
、
活
動
の
も
う
ひ
と
つ
の
柱
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

に
な
っ
た
。
協
定
校
と
の
共
同
研
究
は
こ
れ
か
ら
開
拓
を
進
め
る
分

野
だ
が
、
相
互
協
力
を
テ
ー
マ
や
予
算
の
面
で
よ
り
緊
密
に
す
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
日
本
で
普
通
に
行
な
っ
て
い
る
教

育
や
研
究
が
協
定
校
や
相
手
国
の
参
考
に
な
り
、
逆
に
、
日
本
で
は

見
落
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
海
外
で
は
有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
事
例

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
予
期
せ
ぬ
収
穫
も
あ
る
の
で
、
協

定
校
と
の
交
流
が
互
恵
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
に
心
が
け
た
い
。

今
後
は
、
学
生
交
流
と
教
員
交
流
が
補
い
合
う
こ
と
に
よ
り
、
学

校
全
体
の
国
際
交
流
が
発
展
す
る
よ
う
努
め
た
い
。
そ
う
し
た
交
流

を
通
し
て
情
報
や
意
見
を
交
換
し
、
双
方
が
教
育
と
研
究
の
両
面
に

お
い
て
成
長
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。
そ
れ
に
よ
り
、
学
生
が

海
外
で
通
用
す
る
技
術
者
に
育
ち
、
学
校
同
士
、
国
同
士
の
絆
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。
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資料３：留学生と近郊の小・中・高との交流会

（平成19年度）

年月日 名 称 主 催 者 参 加 者 数

19.6.24 インターナショナル
与保呂フェスティバル

舞鶴市立与保呂小学校 7名

19.10.3 国際交流会 舞鶴市立白糸中学校 3名

19.10.23 国際理解教室 舞鶴市立余内小学校 2名

19.11.2 ワールド教室 舞鶴市立倉梯小学校 2名

19.11.7 国際交流会 京都府立東舞鶴高等学校 7名

20.2.8 国際交流会 京都府立宮津高等学校 5名

（平成20年度）

年月日 名 称 主 催 者 参 加 者 数

20.6.22 インターナショナル
与保呂フェスティバル

舞鶴市立与保呂小学校 10名

20.10.3 国際交流会 舞鶴市立白糸中学校 3名

20.11.5 ワールド教室 舞鶴市立倉梯小学校 2名

20.11.5 国際交流会 京都府立東舞鶴高等学校 6名

20.11.6 国際理解教室 舞鶴市立余内小学校 2名

21.2.10
（予定）

国際交流会 京都府立宮津高等学校 6名
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12．この文書は二部作成し、各校が一部づつ保管する。

（署名） （署名）

Dr.KittiTIRASESTH Dr.KoichiONO

President President

KMITL MNCT

Date: Date:

資料２：「文教ニュース」（平成20年8月11日）、「文教速報」（平成20年8

月13日）の掲載記事

タイ国キングモンクット工科大学学生が舞鶴高専連携企業に就職

舞鶴高専（小野紘一校長）では、交流協定校の一つであるタイ国キング

モンクット工科大学学生をインターンシップとして受け入れているが、平

成19年度に受け入れた同学生８名のうち２名が、このたび高専と連携企業

である日進製作所（京丹後市峰山町）へ７月に就職した。

これは、タイ国研修生として昨年の来日時に同企業で長期間研修を受け、

滞在中に同人たちが同社と高専への親愛を深め、また日本で活躍する素晴

らしさを体験したことによる。昨年５月にはインターンシップを修了し、

８名全員が新たな経験に感銘を受けて帰国したが、その後も２名は連絡と

相談を密にとっていた。この１年間同社からもタイ国を訪れ御両親にも説

明を尽くすなど、それぞれの努力が実を結んだものである。

今回の成果は、舞鶴高専が地域の発展と活性化のため積極的に活動し、

また国際交流にも弛まぬ努力を重ねてきた大きな賜物のひとつとして、関

係者一同喜ぶとともに、同社と今後のさらなる連携を行ううえでも励みと

なる。

小野校長からは、「地域に根ざした企業と、今後さらに連携を促進させ

たい。本日は、良いニュースに接して喜ばしい。」と、一報を知らせてく

れた日進製作所幹部にも謝辞を述べた。
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